
（百万円）第2四半期（累計）　　通期

第30期 第31期

21,263

第32期
（2019年2月期）

25,114

28,500
（予想）

10,139
11,931 13,003

（円）第2四半期（累計）　　通期

第30期 第31期

51.35

第32期
（2019年2月期）

57.56

60.17
（予想）

24.56 27.00 27.60

（百万円）第2四半期（累計）　　通期

第30期 第31期

981

第32期
（2019年2月期）

1,100

1,150
（予想）

469 516 527

（百万円）第2四半期（累計）　　通期

第30期 第31期

1,461

第32期
（2019年2月期）

1,587
1,610
（予想）

696 764 771

営業収益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

1株当たり
四半期（当期）純利益

業 績 ハ イライト

科　目 前期末
（2018年
2月28日現在）

当第2四半期末
（2018年
8月31日現在）

  流動資産 7,327 7,710
  固定資産 327 321
資産合計 7,654 8,032
  流動負債 1,631 1,869
  固定負債 413 453
負債合計 2,044 2,323
純資産合計 5,610 5,708
負債純資産
合計 7,654 8,032

四半期連結貸借対照表
（単位：百万円）

第32期（2019年2月期）第2四半期（累計）の連結業績について
　当社グループは、新規顧客及び既存顧客との取引拡大を図り、国際貨物輸送に通関

や配送等までを加えた受注獲得に向けての営業活動を精力的に行ってまいりました。そ

れにより一貫輸送の取扱いは、大口顧客を中心に拡大基調で推移することとなりまし

た。さらにこれら営業活動は、当社グループが得意とするアパレルや日用雑貨を取扱う

企業に留まらず、未だ取扱いの少ない業種へも拡げてまいりました。

　また、前連結会計年度の下半期において、大口顧客との取引は拡大する一方で利幅

が比較的薄いことや通関業務の外注増加で低下傾向にあった売上総利益率を改善させ

るべく、価格面の見直し等にも取り組んでまいりました。

　その結果、販売費及び一般管理費の増加及び春節に伴う一時的な貨物量の減少によ

る利益の低下要因を、一貫輸送による収益拡大や売上総利益率の改善効果により補う

こととなりました。

　以上のことから、当第２四半期連結累計期間における営業収益は13,003百万円（前

年同期比9.0％増）、営業利益713百万円（前年同期比1.0％増）、経常利益771百万円

（前年同期比0.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益527百万円（前年同期比

2.2％増）となりました。

株主の皆様には、
平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
さて、ここに第32期（2019年2月期）

第2四半期（累計）の
業績について
ご報告を申し上げます。

代表取締役社長

国際物流をデザインするエーアイテイー

証券コード│9381台湾高雄港

第32期
中間報告書

2018年3月1日〜2018年8月31日

株式会社エーアイテイー
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基幹システムの刷新

刷
新

刷
新

刷
新

刷
新

発行可能株式総数 53,856,000株
発行済株式総数 19,754,400株（自己株式640,829株を含む。）
株主数 8,291名
大株主

社 名 株式会社エーアイテイー

英 文 社 名 AIT CORPORATION

本 社 〒541-0053
大阪市中央区本町2丁目1番6号
堺筋本町センタービル15階
TEL.06-6260-3450（代表）

設 立 1988年2月

資 本 金 271,140,311円

従 業 員 数 603名（連結）、331名（単体）

事 業 内 容 貨物利用運送事業(外航海運・国際航空貨物・貨物自動
車・鉄道・内航)、航空運送代理店業、通関業、倉庫業、海
運仲立業、損害保険代理店業、コンテナその他輸送器具
の販売並びに輸出入、上記に付帯関連する一切の事業

■ 取締役及び監査役 （2018年8月31日現在）

（2018年8月31日現在）（2018年8月31日現在）

（2018年8月31日現在）

代表取締役社長 矢 倉 英 一

常 務 取 締 役 馬 上 真 一

取 締 役 西 村 　 司

取 締 役 大 槻 信 夫

社 外 取 締 役 貝 塚 悦 夫

社 外 取 締 役 松 田 佳 紀

常 勤 監 査 役 清 水 洋 志

社 外 監 査 役 西 島 佳 男

社 外 監 査 役 三 村 淳 司

■ 所有者別株式分布状況

■ 株価動向

■ 株式に関する情報 ■ 会社概要

業務の処理速度の迅速化

ペーパーレス化業務のシステム化

業務データの活用

具体的には、

■ 金融機関
■ 金融商品取引業者
■ その他の法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他
■ 自己名義株式

9.9％
0.81％

40.28％
22.52％
23.25％

3.24％

（円） （週単位）

2018年
3

900

1,000

1,300

1,200

1,100

4 65 7 8

株式会社エーアイテイー 大阪本社：〒541-0053 大阪市中央区本町2丁目1番6号 堺筋本町センタービル15階
　　　　  Tel. 06-6260-3450（代表）

現在、当社では、さらなる収益拡大のために、基幹システム※の刷新を進めて
おります。
基幹システムを刷新することで、業務の大幅な効率化の他、様々なメリットが
見込まれます。

より多くの件数をこなすことで、収益拡大を図ります。

ペーパーレス化を進めること
で、電子データとすることによ
る検索性の向上及び印刷・保管
コストの削減につながります。

業務をシステム化することで、人為的ミスを抑
え、業務の安定化につながり、ひいては、当社
の信用力が向上します。

これまで集積した業務データを効率的に活用する
ことによって、顧客のニーズや取引先のデータをよ
り詳細に分析することができ、より良いサービスの
提供につなげます。

※「基幹システム」とは、企業の活動に必要不可欠な部分を支援する業務システムのことをいいます。
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